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　本号では，「走る，曲がる，止まる」技術についてご紹介しました。
先日，ある自動車雑誌を見ていますと，「走る，曲がる，止まる」の記
述に目が留まりました。「走る，曲がる，止まる」に対する運転者の操
作から車両の挙動を予測し，実際の車両の動きを補正するシステムの話
で，これには，電子制御化された個々の装置間を瞬時に繋ぐ新しい電子
プラットフォーム（車載LANシステム）が大きく貢献しているといった
ことが書かれていました。
　鉄道においても「走る，曲がる，止まる」に関する個々の装置の電子
制御化が進んでおり，今後，これらが大容量の高速LANシステムで結
ばれ，より安全で快適な「走る，曲がる，止まる」が実現されることが
期待されます。
　次回8月号は，「鉄道固有現象を解明する」と題して，鉄道の特徴であ
る鉄の車輪と鉄のレールの接触問題をはじめとして，様々な鉄道固有の
現象を紹介させていただく予定です。（Y. O.）




